
3・2・4施設・居住系サービス利用者数の将来推計（「2⊥4」シート）  

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月の施設・居住   

系サービス利用者数の実績を要介護（支援）度別に表示しています。第3期介護保険   

事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、都道府県における平成19～26年度の施   

設・居住系サービス利用者数（各年度の10月1日時点の数値）を推計し、入力してくだ  

さい。  

また、療養病床から介護保険施設等への転換の影響による利用者数の増加について   

見込んでください。  

】  ∈  l  F  1  8  】  H  【 l  【  J  †  K  I  L  I   H  I H l ロ I  

2．4糠染・t性系サーヒス利用書数の鞘東川‡十→（C）  
P・・・・－  

①鴬蛤・介il嘲りR■hヽ暴サードユ  

千血相書靡    ヤ虻い鋸■虞 l ヤ虻ほ0年■   ▼J■■l■り■ l ▼l■ tt■■ l ▼     J■t｝■■   l 年月2一年■ 】 平山拍年■ l 千d即事■  

■■◆lll●■  ○   8   0   0   ○   0  D  o  D  

恒事介止4・ヨ  ○   q   0   q   ○   ○  0  1    1  

打正男   
●■■ヰ●†寺や  

合汁   
りした部分に、第3  

O   o   o  0   ○  

■支■2  

■巾■1  

険事業計画の計画値  
事介■2  

事介■3  
の給付実績を基に、  

事JI■q  

事介■5   ○  における平成19～  
汁事カ   施投・介護専用居住  
●■■ヰ●†モ鶉  

舎i†   0   O   o  0   0   

ス利用者数（各年度  

■介王ll  日時点の数値）を推  

▼1†■J  

雷介■4  

事介■5   

介捷（支援）産別に  

台i†  

ください。療♯病床  

賽責欄陀  
蔓介事1  

保険施毅等への転換  

雷介■2  

介  
よる利用者数の増加  

ll  

■ 暮   見込んでください。  
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図11：施設・居住系サービス利用者数の将来推計  

（参考）利用者数の入力の手順  

（1）第3期介護保険事業計画値及び直近の給付実績を基に「計画分」を入力します。  

計画分  
療養満床葦云換分  
合書十   0   0   0   ○   ○   ○  

要支援2  

要介憤1  

要介護2  

要介護3  

要介憧4  

要介護5   0   0   0   ○   ○   ○   0   0   ○   
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（2）「療養病床転換計画シート」を基に「療養病床転換分」を入力します。  

計画分  

要支援2  

要介護1  

要介護2                     ＝≡ ・、  
要介護4  

要介性5   0   0   0   ○   ○   ○   U   D   0   

（3）表示されている「合計」と一致するように、要介護度別の利用者数を入力します。「要   

介護5」の欄には「合計」と「要支援2」～「要介護4」の合計の差分が表示されます。  

3．2．5標準的居宅サービス等受給対象者数の推計（「2＿5－7」シート）  

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の   

標準的居宅サービス等受給対象者数の実績を要介護（支援）度別に表示しています。   

また、3．2．3及び3．2．4で入力した数値から、平成19～23年度の標準的居宅サービス   

等受給対象者数の推計値を要介護（支援）度別に表示しています。  

3．2．6標準的居宅サービス等受給率の推計（「2＿5－7」シート）  

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の   

標準的居宅サービス等受給率の実績を要介護（支援）度別に表示しています。第3期   

介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、都道府県における平成19～23   

年度の標準的居宅サービス等受給率（各年度の10月1日時点の数値）を推計し、要介護   

（支援）度別に入力してください。地域密着型サービスの増加による新たなサービス   

利用を見込むとともに、療養病床の入院患者が退院した場合の新たなサービス利用を  

見込んでしてください。  

3．2．7標準的居宅サービス等受給者数の推計（「2＿5－7」シート）  

3．2．5及び3．2．6で入力した数値から、平成18年10月及び直近月／平成19～23年度   

の標準的居宅サービス等受給者数の推計値を要介護（支援）度別に表示しています。  
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図12：標準的居宅サービス等受給対象者数の実績・推計  

／標準的居宅サービス等受給率の実績・推計／標準的居宅サービス等受給者数の推計  
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3．2．8必要サービス量の推計（「2＿8介護」「2＿8予防」シート）  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近 

等の各サービスの年間必要サービス量を下記の手順に従って推計してください。  

①サービス利用率の推計   

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の  

各サービスの利用率を要介護（支援）度別に表示しています。都道府県における平成  

19～23年度の各サービスの利用率（各年度の10月1日時点の数値）を推計し、入力して  

ください。地域密着型サービスについては、直近の給付実績だけでなく、各地域の政  

策的方向性も勘案して設定してください。また、療養病床から介護保険施設等への転  

換の影響による利用者数の増加について見込んでください。   

その際の参考値として平成18年10月から直近月のサービス利用率の対前年度伸び  

率を表示しています。  

②利用者1人あたり回数の推計   

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の  

各サービスの利用者1人あたり回数を要介護（支援）度別に表示しています。都道府  

県における平成19～23年度の各サービスの利用者1人あたり回数（各年度の10月1日  

時点の数値）を推計し、入力してください。地域密着型サービスについては、直近の給  

付実績だけでなく、各地域の政策的方向性も勘案して設定してください。また、療養  

病床から介護保険施設等への転換の影響による利用者数の増加について見込んでくだ  

さい。   

その際の参考値として平成18年10月から直近月のサービス利用者1人あたり回数  

の対前年度伸び率を表示しています。  

③サービス利用者数の推計  

（∋入力部分（実績整理シート）及び3．2．7で入力した数値から、平成18年10月及  

び直近月／平成19～23年度の各サービス利用者数の推計値を要介護（支援）度別に表  

示しています。  

④年間必要サービス量の推計   

「②利用者1人あたり回数の推計」及び「③サービス利用者数の推計」で入力した  

数値から、平成18年10月及び直近月／平成19～23年度の各サービスの年間必要サー  

ビス量の推計値を要介護（支援）度別に表示しています。  
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図13：必要サービス量の推計  
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3．2．9サービス供給量■給付費の推計 （「291」「2＿9＿2」シート）  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的居宅サービス   

等の各サービスの年間サービス供給量及び年間給付費を下記の手順に従って推計して  

ください。  

①サービス供給量の推計   

3．2．8で入力した数値から、平成18～23年度の各サービスの年間サービス必要量を、  

サービス供給量を見込む際の参考値として表示しています。都道府県における平成18  

～23年度の各サービスの年間サービス供給量（各年度の10月1日時点の数値）の推計値  

を、地域密着型サービスの利用の増加等地域の実情を勘案して見込み、入力してくだ  

さい。  

②1回あたりの給付費   

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の  

各サービスの1回あたりの給付費を要介護（支援）度別に表示しています。都道府県  

における平成19～23年度の各サービスの1回あたりの給付費（各年度の10月1日時点  

の数値）の推計値を、地域密着型サービスの利用の増加等地域の実情を勘案して見込み、  

入力してください。   

その際の参考値として平成18年10月から直近月のサービス利用者1人あたり回数  

の対前年度伸び率を表示しています。  

③年間給付章   

「①サービス供給量の推計」及び「②1回あたりの給付費」で入力した数値から、平  

成18～23年度の各サービスの年間給付費の推計値を要介護（支援）度別に表示してい  

ます。  
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図14：サービス供給量・給付費の推計  
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3．2．10標準的居宅サービス等／施設サービス量・給付章の推計（「2＿10」シート）  

3．2．8及び3．2．9で入力した数値から、平成18～23年度の標準的居宅サービス等／施   

設サービス量・給付費の推計値を表示しています。都道府県における平成18～23年度   

の「特定福祉用具販売」「小規模多機能型居宅介護」「住宅改修」「居宅療養管理指導」   

の年間給付費・利用者数（各年度の10月1日時点の数値）の推計値を入力してください。  

榊ノ ー戒噌 サ功¢ データW ウィンドウ邸 ～けく抄  彗ヨ【 ▼＿■ X  

MSPコ”ク ・11・事′鼠」■■秦題j慧％，妻。遥i雷電」】二心・▲・l  

！馳i腸メェ現せ1リ｝▼1！」旦」L1タ‘言  

ヽ  ■ ヽ            ■－             －＿      ヽ－ヽ              、  

i‾f≒ 王＝皇i▲・   諾己 ヨ♭打 ■ ≡‾蚤HH一  

宅改修」「居     理 」の 間 付・利用 （  

の10月1日 点の     苦 し、入力してくだ い。  

ヽ■  

図15：標準的居宅サービス等／施設サービス量・給付費の推計  
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3．2．11標準的介護予防サービス等サービス量・給付費の推計（「2＿11」シート）  

3．2．8及び3．2．9で入力した数値から、平成18～23年度の標準的介護予防サービス／   

サービス等サービス量・給付費の推計値を表示しています。都道府県における平成18   

～23年度の「特定介護予防福祉用具販売」「介護予防小規模多機能型居宅介護」「住宅   

改修」「介護予防居宅療養管理指導」の年間給付費・利用者数（各年度の10月1日時点   

の数値）の推計値を入力してください。  

う  

，磨  

範l應ふ血血ぷj組】‾  

図16：標準的介護予防サービス等サービス量・給付費の推計  
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3．2．10及び3．2．11で入力した数値から、平成18～23年度のサービス総給付費の推  

計値を表示しています。  

t相好 サー腫 デー相 加ンP）切 ～けW  1叫 ▼－■x  
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＼表紙／1」／1．2ノ1J〕づ／1」ヨβJl．6β／1＿6＿¢／2」ノ2＿2」①／2」2」◎ノ2ヱヱ①／2」2j◎／2ヱj⑳／2．3ノ2＿4ノ2＿5－7／2月介護／2β予防ノ2」）」ノ2且2ノ2」0＼乙迫ノ保険料シ十用」tく  

；禦E聖二＿▲ 

図17：平成19～23年度のサービス総給付費の推計  
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（参考）介護サービス見込み量ワークシート（短期ワークシート）の入力について   

介護サービス見込み量ワークシート（以下、短期ワークシート）では、①平成17年度に国に報告し  

た「第3期介護保険事業計画における介護給付等対象サービス見込み量報告書」（以下、第3期計画）、  

②介護保険事業状況報告月報、③介護給付費実態調査月報の数値を活用することが可能です。  

（1）第3期計画を活用可能な項目   

短期ワークシートの項目のうち、以下の項目については、第3期計画の報告様式と同一の項目となっ  

ているため、平成18年度～26年度の数値をそのまま転記できます。  

短期ワークシ  
短期ワークシートの項目名   

第3期計画  

ートの頁  の報告様式   

Pl   「1．1被保険者数の実績」   様式1   

P．4   「1．3 施設・居住系サービス利用者数の実績」   様式3   

P17   「2．1被保険者数の推計」   様式1   

「2．3 要介護（支援）認定者数の推計 ①介護予防   
P．23  様式2  

の実施」   

「2．3 要介護（支援）認定者数の推計 ②要介護（支   
P．23  

援）認定者数」   
様式2  

P24   「2．4 施設・居住系サービス利用者数の将来推計」   様式3   

「2．10 標準的居宅サービス等／施設サービス量・給   

付費の推計」のうち以下の項目  

・居宅療養管理指導（給付費及び人数）  
P．71  様式4  

・特定福祉用具販売（給付費及び人数）  

・小規模多機能型居宅介護（給付費及び人数）  

・住宅改修（給付費及び人数）   

「2．11標準的介護予防サービス等サービス量・給付   

費の推計」のうち以下の項目  

P72  
・介護予防居宅療養管理指導（給付費及び人数）  

様式4  
・特定介護予防福祉用具販売（給付費及び人数）  

・介護予防小規模多機能型居宅介護（給付費及び人数）  

・住宅改修（給付費及び人数）   

（注1）第3期計画を基に平成18年10月の実績も踏まえ、数値を入力してください。  
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（2）介護保険事業状況報告を活用することが可能である項目   

短期ワークシートの項目のうち、以下の項目については、介護保険事業状況報告（厚生労働省が実施  

している届出統計）から数値を転記することができます。  

第3期計画  
転記する統計の名司   

の報告様式  

介護保険事業状況報  
様式2  

月報（第2表）  

介護保険事業状況報  

月報（第3表）   

ト護（支援）認定  

軸勺居宅サービス  

巨績」   
シ ノートの項目名  

短期ワークシ  

ートの頁  
短期ワーク  

者数の実績」  

「1．5  

等受給者数の実  

（3）介護給付費実態調査を活用することが可能である項目   

短期ワークシートの項目のうち、以Fの項目については、介護給付費実態調査（厚生労働省が実施し  

ている届出統計）から数値を転記することができます。  

第3期計画  
転記する統計（   

の報告様式  

介護給付費実態言  

様式4  （閲覧表第1表  

及び葺   

介護給付費実態言  

様式4  （閲覧表第6表  

及び宣   

介護給付費実態云  

様式4  （閲覧表第1表  

及び盲   

7シートの項目名  

ト護給付・予防給付  

十－ビス利用者数」   

卜護給付・予防給付  

可数、日数等」   

ト護給付・予防給付  

合付費」   

短期ワークシートの項巨   

「1．6 介護給付・予防  

の実績 ①サービス利用∃   

「l．6 介護給付・予防  

の実績（∋回数、日数等」   短期ワークシ ートの頁    P．5         P9        P．13  「1．6  
介護給付・予≠  

の実績 ③給付費」  

（注2）介護給付費実態調査月報の第3表及び第4表は「費用」であることから、転記する際に数値を10分の9にする  

必要があります。  
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